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吾妻橋ダンスクロッシング 
2011 
  2011年 8月 19日（金）～21日（日） 
 ＠アサヒアートスクエア 
 
  
 
 
吾妻橋ダンスクロッシング http://azumabashi-dx.net/ 
お問い合わせ：03-3423-8669（担当：プリコグ 山崎奈玲子） 

 

最新パフォーマンス、ベスト・セレクション！ダンス×音楽… 
「グルーヴィーな身体」をキーワードにあらゆるジャンルの最
先端パフォーマンスクロスさせるサプライズなパーティー！」 
 



�—�:�®�¼�ï�µ�«�é�¿�³�ï�¬������ � � � ��� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ��Ó�è�µ�æ�æ�”�µ 2011.6.24 

 

オーガーナイザー桜井圭介より ��

 

ADX オーガナイザーの桜井です。今回の吾妻橋について、少し書いてみようと思います。��

��

�� 今回の吾妻橋の日程や出演者は震災前に決まっていたわけですが、震災があった直後、この内容でいいのか、そ

もそも開催するべきなのか、一瞬だけ考えました。で、一切の変更なく「予定通り」の開催を決定しました。��

そもそも吾妻橋 DX は、一回ごとの特別なテーマやコンセプトを立てるのではなく、唯一「グルーヴィな身体」をキ

ーワードに、その時々の旬なパフォーマーを招いて、単にいい感じにプログラムすることだけを考えてやってきた

に過ぎないのですが、ここ何回かのプログラムをあらためて眺めてみて気づくことは、佐々木敦さん言うところの

「テン年代＝天然だい！」的な表現を僕も強く求めていたんだなあ、ということです。つまり、斜に構えた／アイ

ロニカルな／KY な表現ではなくて、ストレートな／切羽詰まった／切ない／刹那な／ポジティヴな表現をするパフ

ォーマーをこそ招いて来たのが近年の吾妻橋DXであり、今年もまさにそういうラインナップになっているのでした。��

そして、不幸にして震災が起こりました。けれども、そのことによって表現全般に何らかの変化があらわれるとし

て、しかし、それはむしろ「天然だい！」な方向がより強くなっていくのではないか。とするならば、震災前に決

めたプログラムで全然オッケーだし、積極的にそれで行くべきだと思ったのです。��

��

それと、出演アーティスト全般に見られる表現の形態・形式上のある種の「傾向」について、少しだけ言っておく

と、それは「◯◯◯でもあり得る～～～」とでも言える傾向なのではないかと思います。つまり、「音楽でもあり

得る朗読」（大谷能生＋吉田アミ×ucnv）とか、「演劇でもあり得る演説」（地点）、「演劇でもあり得る音楽」

（三浦康嗣）、「ダンスでもあり得る演劇」（ライン京急）「音楽／ダンスでもありうる美術」（毛利悠子）等々、

あるジャンルからのズレが新しい別の可能性を呼び寄せるような表現。そして、それによってジャンルそのものの

可能性も更新される（そのような事態は「ジャンルへの無根拠な信頼」に安住・依存した表現からは決して起こら

ないでしょう）、そういう類いの表現なのだと思います。��

というわけで、今年で８年目を迎える“いつも通り”の吾妻橋ダンスクロッシング、ご期待下さい！��

��

��

桜井圭介��

��
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「グルーヴィーな身体」をキーワードにあらゆるジャンルの最先端パフォーマンスを“X”(クロス)させるサプラ

イズなパーティー『吾妻橋ダンスクロッシング 2011』が今年も開催決定いたしました!!!��

桜井圭介がキュレーターとなり、選出したコンテンポラリーダンス、演劇、アート、音楽、お笑い、などジャン

ルの境界を越えてセレクトされたアーティストが持ち時間 10 分という決められた時間内でここでしか見ること

のできないスペシャルなパフォーマンスを披露します。今年も「先端的」かつ「実験的」なアーティストが続々

と出演決定！��

��

 

参加アーティスト ��

 

●出演��

�� 悪魔のしるし（危口統之）��

�� 遠藤一郎��

�� 大谷能生��×��吉田アミ＋ucnv�� ��

�� core��of��bells��

�� 地点��

�� ボクデス��

�� 三浦康嗣（□□□）��

�� 康本雅子��

�� Line 京急��

��

●インスタレーション��

�� 毛利悠子��

��

●関連イベント（仮）��

�� 快快��

��

●MC��

�� 東葛スポーツ��

吾妻橋ダンスクロッシング �� 概要 ��
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出演者プロフィール ��

 

悪魔のしるし主宰。演出家、揚重工。昭和 50 年倉敷生まれ。横浜
国大工学部卒。大学在学中に演劇サークルに所属し舞台活動を始
める。断続的な活動を経て 2008 年、現在のメンバーを中心に「悪
魔のしるし」の活動開始。 
 

遠藤一郎 ��

 

悪魔のしるし（危口統之） ��

 

core of bells 

2003年湘南で結成。2010年3月に待望のファーストアルバム「ボ
トルキープ2010」を発表。同年8月にはFUJI ROCKFESTIVAL’10
「ROOKIE A GO-GO」に出演。カテゴライズ不能の自由極まりな
いサウンドと、一見「非-音楽」とも思えるアイデアでその音楽性
を揺らがす手法が評判を呼び、その目を疑うほどに珍奇かつ圧倒的
なステージングで話題を集めている。 
 

未来美術家。車体に大きく「未来へ」と描かれた、各地で出会っ
た人々がそのまわりに夢を書いていく『未来へ号』で車上生活を
しながら全国各地を走り、「GO FOR FUTURE」のメッセージを
発信し続ける。主な活動に各地アートイベントでの展示やパフォ
ーマンス、デザイナー、DJ。2009 年より『未来龍大空凧』開始。
island の発足に携わる。www.goforfuture.com 
��
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大谷能生 ��× ��吉田アミ＋ucnv ��
��

 大谷能生 Yoshio Ootani 
音楽家／批評家。sim,mas,mjqtなど多くのバンドに参加しラ
イブ活動をおこなう。近年は山縣太一とのユニット「ライン
京急」を中心に舞台作品の音楽／出演も多数。著書としては
『アフロ・ディズニー１・２』、『憂鬱と官能を教えた学校』
（どちらも菊地成孔との共著）、『貧しい音楽』、『散文世界の
散漫な散策』、『持ってゆくうた、置いてゆくうた』などがあ
る。 
 
吉田アミ Ami Yoshida 
音楽・文筆・前衛家。03 年にセルフプロデュースのよるソロ
アルバム「虎鶫」をリリース。同年、「astrotwin+cosmos」
がアルスエレクトロニカデジタル・ミュージック部門のグラ
ンプリにあたるゴールデンニカを受賞。著書に自身の体験を
つづったノンフィクション作品「サマースプリング」(太田出
版)がある。 
 
ucnv 
プログラマー。フリーランスでウェブを中心とした開発を行
うかたわら、2007 年頃よりプログラムによるヴィジュア
ル・グリッチをウェブ上で公開する。2010 年より自身の開
発によるオープンソース・ライブラリを用い、データモッシ
ングと呼ばれる破損データを使用した映像を作成。それらの
技法を応用したライブ・パフォーマンスや VJ、MV制作など
を行う。「ユタカワサキバンド改め ucnv バンド」メンバー。 
 

地点 ��

 

演出家・三浦基が代表をつとめる。本拠地・京都。言葉や身
体、物の質感、光・音などさまざまな要素が重層的に関係す
る演劇独自の表現を追究。 
今回は、地点の隠れた名作『話セバ解カル』をバージョンア
ップさせた『木堂（ぼくどう）先生』（A / 19 日（金）19:00 
/ 20 日（土）14:00）と新作『his master’s voice』（B / 20
日（土）19:00 / 21 日（日）14:00）の 2作品を日替わり
で上演！ 
��
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三浦康嗣（□□□） ��

��

 

遊園地再生事業団、フィリップ・ドゥクフレ『IRIS』、珍し
いキノコ舞踊団等に出演する小浜正寛のソロ・パフォーマ
ンス・ユニット。作品は自分のカラダ、アニメ映像、変な
モノで構成され、グルーヴ感と脱力感とギミックに満ちた
独自の世界観が特徴的。キリンアートアワード 2001 奨励
賞受賞。 
 

�Ø�«�Ã�µ ��

村田シゲ(CUBISMO GRAFICO FIVE)、いとうせいこうを
擁し、坂本龍一主宰commmons所属のグループ、□□□(ク
チロロ)を牽引する。作詞、作曲、編曲、演奏、エディット、
歌唱、音響エンジニアリング、舞台演出...等々を一人でこな
し、多角的に創作に携わる総合作家。 
 

 

�Á�Š�m�  ��

これまでに自作品を日本国内津々浦々とイタリア、 スペイ
ン、NY、アジア 4か国にて公演。ダンス公演のみならず、 
演劇／コンサート／映像／ファッション界等、届く 範囲で
股をかける。http://yasumotomasako.net 
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Line 京急  

※20 日（土）14:00 / 21 日（日）14:00 に出演  
チェルフィッチュの山縣太一と音楽家／批評家・大谷
能生による新しい不定形パフォーマンス・ユニット。
ダンスとセリフと音楽がぐるぐる尻尾を追いかけあ
いながら溶けて結晶化するコンポジションを開発中。
ダブは三連で飛ばせ！ 
��

美術家。1980年神奈川県生まれ。消耗品や楽器を用
い、独自の機械構造で動きや気配をつくるインスタレ
ーションを制作、発表している。国内外展示多数。
http://www.mohrizm.net/ 
 

�ß�b��� �¢� �ï�µ�»�è�”�³�ã�ï�£ ��

東葛スポーツ ��
��

 
東京スポーツ、テレビ東京、AM ラジオ等々からのプロップスをサ

ンプラーにぶち込み、ヒップホップ流了見でアウトプットする金

山寿甲率いる不確定ユニット。4月に行われた「ニューヨーク、

ニューヨーク、」（再演）にはチェルフィッチュに出演している

松村翔子、佐々木幸子も出演し、ラップを披露した。

http://www.tokatsusports.com/��
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関連イベント：「快快-faifai-の OBAKE!!!!!!!」 

【イベント概要】��

ハロートーキョー☆☆☆�� ただいまトーキョー☆☆☆� � � ���

もーーー最近、オバケより怖いものが多すぎるーーーぅ��

そんなお久しぶりのトーキョーでふぁいふぁいがお送りする最恐節電イベント「OBAKE!!!!!!」��

浴衣（着用者には割引あり☆）で、うちわで、かき氷で、OBAKE!!!!!!で、クーラー止めてヒンヤリしようよ♡

モーレツ HOT な 2011 年夏を江戸情緒あふれるアサヒ・アートスクエアで�� お、む、か、え・・・!!!!!!��

��

日時：2011.7.15(FRI)����OPEN��18:00�� START��18:30��

出演：快快-faifai-����

会場：アサヒ・アートスクエア��

料金：￥1,800�� 浴衣割引!!!→￥1,500 円��

お問い合わせ：info@faifai.tv��/��080-4094-1195（11 時~20 時まで。お受けできないことがございますのでご

了承ください。）��

��

【イベント予約】http://www.faifai.tv��

��

��
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公演詳細 ��
��

 
●キュレーター  
 桜井圭介 Keisuke Sakurai 
 
●日時 2011 年 8 月 
 19 日（金） 19 時開演 
 20 日（土） 14 時開演／19 時開演 
 21 日（日） 14 時開演 
 ※受付開始は開演の 60 分前／開場は 45 分前 
 
●場所 
 アサヒ・アートスクエア 
 西武伊勢崎線「浅草駅」、東京メトロ銀座線「浅草駅」４、５番出口より徒歩 5分 
 都営地下鉄浅草線「本所吾妻橋駅」A３出口より徒歩 6分 
 
●チケット（全席自由、１ドリンク付） 
 6 月 18 日（土）先行発売／7月 2日（土）一般発売 
 一般 3500 円／学生 3000 円／当日 4000 円 
 ※チケット記載の整理番号順に入場 
 
●チケット取り扱い 
 プリコグWEB 予約 http://precog.shop-pro.jp/（携帯電話からもアクセス可能） 
 
●お問い合せ 
 プリコグ 03-3423-8669 info@precog-jp.net 
 
舞台監督：原口佳子 照明：森 規幸(balance,inc.DESIGN) 音響：牛川紀政 
宣伝美術：加藤賢策（東京ピストル） 
制作：プリコグ 
主催：吾妻橋ダンスクロッシング実行委員会 
助成：財団法人アサヒビール芸術文化財団、財団法人セゾン文化財団、東京都文化発進事業（申請中） 
協賛：アサヒビール株式会社 
提携：すみだ川アートプロジェクト実行委員会 
 


